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研究成果の概要（和文）：本研究は，利害対立が生じている資源辺境地域のポジショナリティが，地域住民，移
民，政府，内外資本などナショナル・アクター，ローカル・アクター，そして外国アクターなどが交差するなか
でどのようにポジショナリティを変容させてきたかを中露国境地域の資源係争地において明らかにした研究であ
る。中国による違法な土地収奪や中国人移民労働者の流入など，現地で広がる中国への警戒感には根拠がないこ
とを実証した研究である。

研究成果の概要（英文）：This project examined how the positionality of the contested area has been 
transformed at the intersection of national, local, and foreign actors, who represented government, 
local residents, migrant workers, domestic and foreign investors. This research focus on the 
resource contested borderlands in the Russian Far East and demonstrated the widespread alarmist 
discourse, such as illegal land grabbing by China and the influx of mass Chinese migrant workers, 
has no evidence. 

研究分野： 地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日中および日露関係が膠着もしくは悪化するなか，中露戦略的パートナーシップの発展やロシアの東方政策の行
方に関心が集まっている。欧米の研究においては，ロシアと中国との関係は脆弱であり，ロシアは中国の経済的
圧力や移民圧力に脅威を頂いているとの認識が定着していた。そうした認識に呼応して中国資本による土地収奪
や中国人移民問題を論じる研究は，いまだに散見されるものの，実証的に分析された研究は皆無といってよい。
本研究は，現地のポジショナリティの変化に関与する諸アクターを丹念に観察することで，脅威とされる土地収
奪や中国人労働者の大量流入に根拠がないことを明らかにしている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
中露国境地域では，中国資本によるロシア国境地域の土地収奪が頻繁に報道され，地方政府が

中国資本による土地取引に敏感になるとともに，中国人農業労働者の締め出しを行うなど，沈静
化しているはずのロシアの中国脅威論を煽る事象が見られる。欧米における当該地域の研究は，
中露関係を脆弱な関係として描き，ロシアが中国からの経済圧力，人口圧力に強い警戒感をもち，
土地収奪や大量の中国人移民・労働者の流入が地域の不安となっていると論じる傾向になる。ロ
シア語文献においても，総論として中露戦略的パートナーシップが地域開発に貢献することを
期待する一方で，ローカルな視点を提示する研究においては，違法な土地利用や中国人労働力活
用を問題視する研究が散見され，地元土地所有者や農業従事者，そして中国人資本や中国人労働
者のローカルな地点における交差に見られる利害対立とその解消・融和のプロセスが見えない
状況にある。中露国境地域の経済地理情報とともに，ローカルなコンテクスト，および地域の資
源にアクセスする様々な経済主体の利害を分析することで，ローカルな係争地にこだわった地
域の特異性に着目し，そこから紛争解決や地域発展を考える新たな帰納的取り組みが求められ
ていることから，本研究を実施することとなった。 
 
２．研究の目的 
本研究は，紛争や利害対立が生じている資源辺境地域のポジショナリティが，地域住民，移民，

政府，内外資本などナショナル・アクター，ローカル・アクター，そして外国アクターなどが交
差するなかでどのようにポジショナリティを変容させてきたかを研究する経済地理学および政
治学分野における新たなアプローチを採用し，本研究では，農地という辺境資源を巡って，中国
資本，中国人移民労働者，連邦政府，地方政府，地元土地所有者，地元農業従事者の利害が交差
する中露国境地域の資源係争地ポジショナリティの変容を丹念に観察し，ローカルな地点にお
ける諸利害関係者の交差に見られる利害対立とその解消・融和のプロセスを提示することを目
指した。こうしたポジショナリティ変容の研究は，資源係争地をローカルレベルで観察し，地域
の特異性を踏まえた資源係争地域のローカル・モデルを提示することが可能になり，ボーダース
タディーズに新たな知見を提供できるものと考えられる。 
 
３．研究の方法 
経済地理学では，経済主体の特定のローカルな空間における選好は，強く彼らの社会的空間的

立ち位置によって影響を受けるとし，様々な経済主体が交差するローカルな「アッサンブラージ
ュ」に着目した研究が生起している（Sheppard, 2013）。そうしたローカルな空間の様々な経済
主体の交差は，ローカルな文脈に敏感であることから(Barnes and Hayter, 2005)，ローカル・
モデルを志向するポジショナリティの変容に関する研究が生まれている。シェパードやバーン
ズらの研究グループは，特に，辺境資源地域においてそれがより鮮明に研究できるとし， 
Kortelainen and Rannikko (2014)は，そのアプローチをフィンランドーロシア国境森林資源地
域に適応し，ポジショナリティ・シフトという概念から係争地のローカル・モデルを描いている。
こうした接近法は，経済地理情報とともに，ローカルなコンテクスト，および地域の資源にアク
セスする様々な経済主体の利害を分析することで，ローカルな係争地にこだわった地域の特異
性に着目し，そこから紛争解決や地域発展を考える新たな帰納的取り組みであったと言える。 
 
４．研究成果 
本研究の趣旨，目的，方法論に沿って研究を進めた最大の成果と位置づける研究成果は，近刊

の英文叢書に所収される本研究の成果は，“Chinese Land Deals and Migration in the Russian 
Far East: Positionality Changes in the Borderlands” (Horie,2022)と題する論文である。
本研究の趣旨，目的，方法論に沿って研究を進めた成果である。この成果は，北海道大学スラブ・
ユーラシア研究センター2020 年度国際シンポジウムにおいて発表を行い，討論者として参加し
たミドルベリー国際研究大学院モントレー赤羽恒雄名誉教授より高い評価と有益な示唆を得た。
翌年に故人となった先達からの評価と示唆を踏まえて刊行される本書論文は，2006 年に赤羽氏
がアンナ・ワシリエワと共に編著刊行した“Crossing national Borders: Human Migration 
Issues in Northeast Asia”（Akaha and Vassilieva, 2005）以来，多くの研究者が中露国境地
域の中国人移民問題に着目してきた研究の潮流に属する。中国人移民が脅威として論じられて
いた 2000 年代までとは異なり，本研究論文では，中国人労働力流入に警戒感が強く，地方政府
が厳しく規制を実施するアムール州において，規制以前から実際に流入する中国人農業労働者
数は少なく，また，ユダヤ自治州では逆に中国人労働力を農業開発に不可欠な人材として歓迎す
るなど，地方政府の姿勢が地域のポジショナリティに影響を与える一方，国境地域の過疎化によ
りそもそも地域住民は不在であり，中国投資家は行政的な規制に阻まれ，積極的に地域のポジシ
ョナリティに影響を与える存在ではなく，受動的な位置づけであることを明らかにしている。 
 本研究は，当初計画では 2020 年度を最終年度としていたが，新型コロナウイルス感染拡大の



影響により，最終年度に実施する予定であった現地調査を行うことができなくなった。その対策
として，二方向の派生研究に注力することとなった。第一の派生研究は，ロシアにおける反移民
感情をよりローカルレベル，さらには，特定の空間にまでリスケールすることで，地域市民と移
民との間の境界の構成のされ方を検証する研究である。この成果は，羽場久美子編著『移民・難
民・マイノリティ：欧州ポピュリズムの根源』（2021 年，彩流社）に所収された「ロシアにおけ
る移民のランドスケープ：ルイナックと反移民感情」を代表的研究成果としている。この研究成
果は，欧露部の反移民感情を研究対象とし，中国人移民が代表的な移民像であるロシア東部とは
大きく市民の反移民感情の発露も異なると予想され，岡洋樹編『移動と共生の北東アジア：中蒙
露朝辺境にて』（2020 年，東北大学東北アジア研究センター）に所収された研究成果「ロシア東
部のルイナックにみるランドスケープ：中国的なるものの進化」と対をなす。これにより，中国
脅威論がいまだに多くの研究者で論じられるなか，ロシア東部においては中国人移民像が大き
く変容しており，反移民感情の発露もコーカサス諸国や中央アジア諸国からの移民が市民の移
民像の中心である欧露部に較べ穏やかで共生的・多文化的であることを明らかにした。 
 第二の派生研究は，本研究の今後の方向性を開拓する研究である。ロシア極東の国境地域では，
中国人による不法な土地収奪が行われていることが懸念されていること，中国人投資家による
大規模な農地取得が地方政府知事の更迭にも帰結するほど中国人投資家への視線が厳しいこと
などから，多くの研究者が土地収奪の仕組みや課題を論じている。しかし，実際にどれほど中国
人投資家が農地を取得し，どの規模で不法な耕作が行われているかについて，実証研究は皆無で
ある。このことに着目し，ロシア科学アカデミー極東支部地域問題複合分析研究所およびリモー
トセンシング分析や植生分析の専門家と協力し，衛星画像を用いた農地計測をユダヤ自治州国
境地域の二地区で実施し，その農地計測結果が 1998 年においては公式統計に比べて大きく，2011
年および 2019 年においてはほぼ一致していることを明らかにした。この成果は，現在，国際学
術誌に投稿中であり，ロシア極東の国境地域に関する土地収奪に関する研究に一石を投じる研
究になると自負している。この研究成果は，チェコ共和国パレツキー大学の中露国境地域研究グ
ループが主催するオンラインのワークショップなどで発表し，手応えを得ている。 
 以上の核心的な研究成果に加え，新型コロナウイルス感染が広がり，国境を通じた人の移動が
停止した 2021 年において，ロシア極東のユダヤ自治州国境地域で中国人労働力の活用ができな
くなり，同時に，大豆生産を担う中国企業の経営者が播種計画を実行できなかったことが，地域
の大豆生産に与えた影響を明らかにした研究成果を環日本海経済研究所が発刊する ERINA 
REPORT PLUS に発表した。また，本研究の底流にあるロシアの移民政策を精査するため実施した
研究の成果を比較経済体制学会の査読雑誌『比較経済研究』に投稿し，掲載されるなど，コロナ
禍のなか，派生的研究業績を積み上げることができた。 
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